





Structural analysis of gallstone and treatment of gallstone using ultra-short pulse laser 
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There are a variety of treatment methods to treat cholelithiasis, but these cannot completely disrupt 
gallstones in the bile duct, and cause problems such as damage to the bile duct and recalculus by 
fragmentation may occur. In this study, in order to establish the gallstone treatment with ultra-short 
pulsed laser, we analyzed the molecular structure of gallstones using Fourier transform infrared spec-
troscopy. We could confirm the surface structure and the molecular structure of gallstones. In the future, 



















SEM 及び EDS を用いた実験では、胆石を 3mm のサイズに分割し、サンプルステージに固
定し、測定を行った。その後、顕微鏡画像を獲得し、無機成分を中心に元素分析を行った。
サンプルに関しては、FT-IR を用いた実験と同様に、3 種類の胆石を使用した。 
【実験結果】KBr 錠剤法による分析では、3 種類の胆石の主要なピークを確認することがで
きた。コレステロール結石では、1470cm-1、2900cm-1で CH のピーク、1054cm-1で OH のピ
ークを確認することができた。これらより、コレステロール結石の主成分が、コレステロー







では、オレイン酸コレステリルのスペクトルから、1738cm-1 で C=O のピークを確認するこ
とができた。水による処理を行った場合では、C=O のピーク (1738cm-1) に水のピーク 
(1650cm-1) が重なったものが得られた (Fig.1-b) 。FE-SEM による分析では、3 種類の胆石
の表面構造を確認することができた。コレステロール結石の顕微鏡画像からは、コレステロ
ールを含む層状の構造が確認できた。ビリルビン結石及び黒色石では、ビリルビンカルシウ
ムを含む網目状の構造が確認できた (Fig.2) 。EDS による分析では、コレステロール結石か
ら、Ca、Na、S などの無機成分を検出した。また、ビリルビン結石及び黒色石では、Ca、






Fig.1 Infrared absorption spectrum of gallstones and the simulated model 
(a) Bilirubin stone (b) Cholesteryl oleate 
 
Fig.2 Microscopic image of bilirubin stone   Fig.3 Spectrum of bilirubin stone with EDS 
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